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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】様々な状況で天板に対して好適に取り付けるこ
とのできる机用幕板を提供する。
【解決手段】机用幕板２０を、天板１１に対して垂直に
配される幕板本体２１と、上端及び下端が幕板本体２１
の上縁及び下縁に対してそれぞれ左右方向にスライド可
能な状態で固定されたガイドバー２３と、ガイドバー２
３に対して上下方向にスライド可能な状態で固定された
天板用取付具２２とで構成した。この机用幕板では、机
１０の天板１１の奥側の縁部に天板用取付具２２を取り
付けることにより、幕板本体２１を天板１１に対して垂
直に支持させるとともに、ガイドバー２３に対して天板
用取付具２２を上下方向にスライドさせることにより、
天板１１に対する幕板本体２１の上下位置を調節し、幕
板本体２１の上縁及び下縁に対してガイドバー２３を左
右方向にスライドさせることにより、天板用取付具２２
の左右位置を調節できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　机の天板に対して上下方向にスライド可能な状態で取り付けるための可動式の机用幕板
であって、
　天板に対して垂直に配される幕板本体と、
　幕板本体の手前側で上下方向に配され、その上端及び下端が幕板本体の上縁及び下縁に
対してそれぞれ左右方向にスライド可能な状態で固定されたガイドバーと、
　ガイドバーに対して上下方向にスライド可能な状態で固定され、幕板本体を天板に取り
付ける天板用取付具と、
で構成され、
　天板の奥側の縁部に天板用取付具を取り付けることにより、幕板本体を天板に対して垂
直に支持させるとともに、
　ガイドバーに対して天板用取付具を上下方向にスライドさせることにより、天板に対す
る幕板本体の上下位置を調節し、
　幕板本体の上縁及び下縁に対してガイドバーを左右方向にスライドさせることにより、
天板用取付具の左右位置を調節できるようにした
ことを特徴とする机用幕板。
【請求項２】
　天板用取付具が、
　天板の上面に対して平行に配される上側平行板状部と、上側平行板状部の奥側から斜め
上向きに延びる上側傾斜板状部と、上側傾斜板状部の奥側から下向きに延びる垂直板状部
と、垂直板状部の下端から手前側に延び天板の下面に対して平行に配される下側平行板状
部とで構成された断面略コの字状の把持部材と、
　把持部材における上側平行板状部又は下側平行板状部を上下方向に貫通して設けられた
第一ボルト孔に螺合された第一ボルトと、
　上側傾斜板状部を斜め下向きに貫通して設けられた第二ボルト孔に螺合された第二ボル
トと、
で構成され、
　上側傾斜板状部及び下側平行板状部には、ガイドバーを挿入するための貫通孔が上下方
向に同一軸上に設けられ、
　第一ボルトを回転操作して把持部材の内側に進入させることにより、第一ボルトの先端
で天板の上面又は下面を押さえ、
　第二ボルトを回転操作して把持部材の内側に進入させることにより、第二ボルトでガイ
ドバーの外周面を押さえるようにした
請求項１記載の机用幕板。
【請求項３】
　幕板本体が、
　可撓性を有する遮蔽シートと、
　遮蔽シートの上縁を挟持する下向き挟持溝を有する上枠と、
　遮蔽シートの下縁を挟持する上向き挟持溝を有する下枠と、
で構成され、
　上枠の下向き挟持溝に対して左右方向にスライド可能な状態で挿入される上枠挿入片を
有する上枠挿入部材がガイドバーの上端に装着され、
　下枠の上向き挟持溝に対して左右方向にスライド可能な状態で挿入される下枠挿入片を
有する下枠挿入部材がガイドバーの下端に装着された
請求項１又は２記載の机用幕板。
【請求項４】
　請求項１～３いずれか記載の机用幕板を天板に取り付けた幕板付き机。
 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、机の背面側に取り付けられる机用幕板と、この机用幕板を取り付けた幕板付
き机に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、机の背面（人が着席するのとは反対側）における天板よりも下側の部分を幕
板（机用幕板）で塞いだ幕板付き机が知られている。この種の幕板付き机は、机の使用者
の足元に対する、机の背面側にいる第三者の視線を遮ることができるものとなっている。
これに対し、机の背面における天板よりも上側の部分を幕板（机用幕板）で塞いだ幕板付
き机も知られている。この種の幕板付き机は、机の背面側にいる第三者と机の使用者が目
が合わないようにすることができるものとなっている。これらの幕板付き机は、使用者の
集中力が途切れるの防ぐことができるため、事務用机などとして多く使用されている。
【０００３】
　これまでには、机のレイアウトや用途などに応じて、幕板の上下位置や左右位置を調節
できるようにした可動式の幕板付き机も提案されている（例えば、特許文献１～３）。こ
の種の幕板付き机において、机用幕板は、天板の奥側（背面側）の縁部に対して取り付け
る形態のものが殆どである。ところが、特許文献１～３の幕板付き机はいずれも、机用幕
板における天板に対する取付位置が机用幕板の左右方向の両端部付近で一義的に定まって
いた。このため、パソコンのディスプレイや本体や配線、あるいはキャビネットなどの物
品を天板の上に置いていた場合には、机用幕板の取付位置を左右方向にずらすか、前記物
品の位置を左右方向にずらす（天板上の物品のレイアウトを変える）かしなければ、机用
幕板を天板に取り付けることができない場面も想定される。机の寸法によっては、机用幕
板を天板に取り付けること自体ができなくなるおそれもある。加えて、引用文献１～３の
幕板付き机はいずれも、机用幕板の構造が重厚であったため、製造コストが高いという欠
点もある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－３５３０３４号公報
【特許文献２】特開２００５－０８７４２３号公報
【特許文献３】特開２００６－１８０９６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、机の背面における天板より
も下側の部分を目隠しする下限位置から、机の背面における天板よりも上側の部分を目隠
しする上限位置まで、その高さ（上下位置）を任意に調節することができるだけでなく、
天板に対する左右方向の固定位置（左右位置）も任意に調節することができ、天板上の物
品のレイアウトを変えることなく、様々な寸法の天板に対して所望の位置に取り付けるこ
とが可能であるとともに、上下位置や左右位置を調節する際の操作が簡単な机用幕板を簡
素な構造で提供するものである。また、この机用幕板を備えた幕板付き机を提供すること
も本発明の目的である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題は、机の天板に対して上下方向にスライド可能な状態で取り付けるための可動
式の机用幕板であって、天板に対して垂直に配される幕板本体と、幕板本体の手前側で上
下方向に配され、その上端及び下端が幕板本体の上縁及び下縁に対してそれぞれ左右方向
にスライド可能な状態で固定されたガイドバーと、ガイドバーに対して上下方向にスライ
ド可能な状態で固定され、幕板本体を天板に取り付ける天板用取付具とで構成され、天板
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の奥側の縁部に天板用取付具を取り付けることにより、幕板本体を天板に対して垂直に支
持させるとともに、ガイドバーに対して天板用取付具を上下方向にスライドさせることに
より、天板に対する幕板本体の上下位置を調節し、幕板本体の上縁及び下縁に対してガイ
ドバーを左右方向にスライドさせることにより、天板用取付具の左右位置を調節できるよ
うにしたことを特徴とする机用幕板を提供することによって解決される。
【０００７】
　本発明の机用幕板において、天板用取付具は、幕板本体を天板に取り付けることのでき
るのであれば、その具体的な構造は特に限定されないが、以下のような構造を採用すると
好ましい。すなわち、天板用取付具を、天板の上面に対して平行に配される上側平行板状
部と、上側平行板状部の奥側から斜め上向きに延びる上側傾斜板状部と、上側傾斜板状部
の奥側から下向きに延びる垂直板状部と、垂直板状部の下端から手前側に延び天板の下面
に対して平行に配される下側平行板状部とで構成された断面略コの字状の把持部材と、把
持部材における上側平行板状部又は下側平行板状部を上下方向に貫通して設けられた第一
ボルト孔に螺合された第一ボルトと、上側傾斜板状部を斜め下向きに貫通して設けられた
第二ボルト孔に螺合された第二ボルトとで構成し、上側傾斜板状部及び下側平行板状部に
は、ガイドバーを挿入するための貫通孔を上下方向に同一軸上に設けると好ましい。この
天板用取付具では、第一ボルトを回転操作して把持部材の内側に進入させることにより、
第一ボルトの先端で天板の上面又は下面が押さえられ、第二ボルトを回転操作して把持部
材の内側に進入させることにより、第二ボルトでガイドバーの外周面が押さえるようにな
る。
【０００８】
　また、本発明の机用幕板において、幕板本体の具体的な構造も特に限定されないが、以
下のような構造を採用すると好ましい。すなわち、幕板本体を、可撓性を有する遮蔽シー
トと、遮蔽シートの上縁を挟持する下向き挟持溝を有する上枠と、遮蔽シートの下縁を挟
持する上向き挟持溝を有する下枠とで構成し、上枠の下向き挟持溝に対して左右方向にス
ライド可能な状態で挿入される上枠挿入片を有する上枠挿入部材をガイドバーの上端に装
着し、下枠の上向き挟持溝に対して左右方向にスライド可能な状態で挿入される下枠挿入
片を有する下枠挿入部材をガイドバーの下端に装着する構造である。このように、可撓性
を有する遮蔽シートを用いることにより、机用幕板の構造を簡素化することが可能になる
。また、机用幕板を軽量化することも可能になる。さらに、遮蔽シートの部分を巻装した
り、折り畳んだりすることができるので、机用幕板を運搬したり、収納したりする際には
、机用幕板をコンパクトにすることが可能となる。遮蔽シートを通気性を有する素材によ
って形成することも好ましい。これにより、室内の空気の循環を妨げないようにして、エ
アーコンディショナーからの冷気や暖気を室内に行き渡らせることも可能になる。
【発明の効果】
【０００９】
　以上のように、本発明によって、机の背面における天板よりも下側の部分を目隠しする
下限位置から、机の背面における天板よりも上側の部分を目隠しする上限位置まで、その
高さ（上下位置）を任意に調節することができるだけでなく、天板に対する左右方向の固
定位置（左右位置）も任意に調節することができ、天板上の物品のレイアウトを変えるこ
となく、様々な寸法の天板に対して所望の位置に取り付けることが可能であるとともに、
上下位置や左右位置を調節する際の操作が簡単な机用幕板を簡素な構造で提供することが
可能になる。また、この机用幕板を備えた幕板付き机を提供することも可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の机用幕板を机の天板に取り付けている状態を示した斜視図である。
【図２】本発明に机用幕板を天板に取り付けた幕板付き机を示した斜視図である。
【図３】本発明の机用幕板を示した斜視図である。
【図４】本発明の机用幕板における天板用取付具周辺をガイドバーの中心軸を含む鉛直面
で切断した状態を示した断面図である。
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【図５】本発明の机用幕板における上枠挿入部材周辺をガイドバーの中心軸を含む鉛直面
で切断した状態を示した断面図である。
【図６】本発明の机用幕板における下枠挿入部材周辺をガイドバーの中心軸を含む鉛直面
で切断した状態を示した断面図である。
【図７】机用幕板の幕板本体が上限位置に取り付けられた状態の本発明の幕板付き机を、
ガイドバーの中心軸を含む鉛直面で切断した状態を示した断面図である。
【図８】机用幕板の幕板本体が下限位置に取り付けられた状態の本発明の幕板付き机を、
ガイドバーの中心軸を含む鉛直面で切断した状態を示した断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の机用幕板及び幕板付き机の好適な実施態様について、図面を用いてより具体的
に説明する。図１は、本発明の机用幕板２０を机１０の天板１１に取り付けている状態を
示した斜視図である。図２は、本発明に机用幕板２０を天板１１に取り付けた幕板付き机
を示した斜視図である。図３は、本発明の机用幕板２０を示した斜視図である。図４は、
本発明の机用幕板２０における天板用取付具２２周辺をガイドバー２３の中心軸を含む鉛
直面で切断した状態を示した断面図である。図５は、本発明の机用幕板２０における上枠
挿入部材２４周辺をガイドバー２３の中心軸を含む鉛直面で切断した状態を示した断面図
である。図６は、本発明の机用幕板２０における下枠挿入部材２５周辺をガイドバー２３
の中心軸を含む鉛直面で切断した状態を示した断面図である。図７は、机用幕板２０の幕
板本体２１が上限位置に取り付けられた状態の本発明の幕板付き机を、ガイドバー２３の
中心軸を含む鉛直面で切断した状態を示した断面図である。図８は、机用幕板２０の幕板
本体２１が下限位置に取り付けられた状態の本発明の幕板付き机を、ガイドバー２３の中
心軸を含む鉛直面で切断した状態を示した断面図である。
【００１２】
　幕板付き机は、図１，２に示すように、机１０と、机１０の奥側に取り付けられる机用
幕板２０とで構成されている。机１０は、少なくとも１枚の天板１１と、天板１１を所定
高さで支持するための少なくとも１本の脚１２とを備えたものであれば特に限定されない
。本実施態様において、机１０は、天板１１と、天板１１を所定高さで水平に支持するた
めの複数本（図１，２の例では４本）の脚１２と、脚１２を天板１１の下面に固定するた
めの固定金具１３とを備えたものを用いている。天板１１には、電源ケーブルなどの各種
ケーブルを天板１１の下側から上側へ導くためのケーブル孔１１ａを設けている。机用幕
板２０は、図７，８に示すように、机１０の天板１１に対して上下方向にスライド可能な
状態で取り付けられる。
【００１３】
　一方、机用幕板２０は、図１，２に示すように、天板１１に対して垂直に配される幕板
本体２１と、幕板本体２１の手前側で上下方向に配されたガイドバー２３と、ガイドバー
２３に固定された天板用取付具２２とを備えたものとなっている。ガイドバー２３の本数
は、特に限定されないが、机用幕板２０の取付バランスなどを考慮すると、２本以上であ
ると好ましい。複数本のガイドバー２３を、机用幕板２０の中心線（左右方向の中心を通
る鉛直線）を挟んでできるだけ線対称となる位置に配置するとバランスがよい。本実施態
様においては、幕板本体２１における左端部周辺と右端部周辺とに１本ずつ計２本のガイ
ドバー２３を配している。
【００１４】
　机用幕板２０における幕板本体２１は、図３に示すように、可撓性を有する遮蔽シート
２１ａと、遮蔽シート２１ａの上縁を挟持する下向き挟持溝（図５を参照）を有する上枠
２１ｂと、遮蔽シート２１ａの下縁を挟持する上向き挟持溝（図６を参照）を有する下枠
２１ｃとで構成されている。このため、机用幕板２０を運搬や収納する際には、幕板本体
２１における遮蔽シート２１ａの部分を上枠２１ｂや下枠２１ｃに対して巻装することが
可能となっている。遮蔽シート２１ａの素材は、特に限定されない。不透明であり、かつ
可撓性を有するのであれば、樹脂フィルムや、編物地や、織物地や、不織布など、各種シ
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ートを用いることができる。遮蔽シート２１ａを通気性を有する素材によって形成すると
、室内の空気の循環が遮蔽シート２１ａによって妨げられないようにすることが可能にな
る。
【００１５】
　本実施態様においては、図３に示すように、ガイドバー２３の上端には上側挿入部材２
４が取り付けられており、ガイドバー２３の下端には下側挿入部材２５が取り付けられて
いる。上側挿入部材２４は、図５に示すように、ガイドバー２３の上端を保持するための
ガイドバー保持部２４ａと、上枠２１ｂの下向き挟持溝に挿入する上枠挿入片２４ｂとで
構成されている。上側挿入部材２４は、その上枠挿入片２４ｂを上枠２１ｂに対して左右
方向にスライドさせることにより、幕板本体２１に対して左右方向にスライドさせること
が可能となっている。
【００１６】
　一方、下側挿入部材２５は、図６に示すように、ガイドバー２３の下端を保持するため
のガイドバー保持部２５ａと、下枠２１ｃの上向き挟持溝に挿入する下枠挿入片２５ｄと
で構成されている。本実施態様において、ガイドバー保持部２５ａには、ガイドバー２３
の下端を挿入するための挿入孔２５ｂが上下方向に貫通して設けられている。また、挿入
孔２５ｂの周縁部には、ガイドバー２３の外周面を弾性的に押圧して挿入孔２５ｂの内周
面に押し付けることにより、ガイドバー２３を挿入孔２５ｂ内で保持させる弾性片２５ｃ
が設けられている。下側挿入部材２５は、上側挿入部材２４と同様、その下枠挿入片２５
ｄを下枠２１ｃに対して左右方向にスライドさせることにより、幕板本体２１に対して左
右方向にスライドさせることが可能である。
【００１７】
　以上のように、本実施態様の机用幕板２０は、上側挿入部材２４及び下側挿入部材２５
をそれぞれ上枠２１ｂ及び下枠２１ｃに対して左右方向にスライドさせることにより、ガ
イドバー２３と、それに装着された天板用取付具２２とを容易に左右方向へスライドさせ
ることが可能となっている。天板用取付具２２は、図２に示すように、机用幕板２０を天
板１１に取り付け、幕板本体２１を天板１１に対して垂直に支持させるためのものである
。このため、本実施態様の机用幕板２０は、天板１１に対する幕板本体２１の左右位置を
変化させることなく、天板１１に対する天板用取付具２２の取付位置（左右位置）を任意
に調節することができるようになっている。したがって、天板１１の上に置かれた物品の
レイアウトなどに影響されることなく、天板１１の空いた箇所に天板用取付具２２を取り
付けることができるようになっている。
【００１８】
　天板用取付具２２は、図４に示すように、断面略コの字状の把持部材２２ａと、第一ボ
ルト２２ｂと、第二ボルト２２ｄとを備えたものとなっている。把持部材２２ａは、天板
１１の上面に対して平行に配される上側平行板状部２２ａ１と、上側平行板状部２２ａ１

の奥側から斜め上向きに延びる上側傾斜板状部２２ａ２と、上側傾斜板状部２２ａ２の奥
側から下向きに延びる垂直板状部２２ａ３と、垂直板状部２２ａ３の下端から手前側に延
び天板１１の下面に対して平行に配される下側平行板状部２２ａ４とで構成されている。
上側傾斜板状部２２ａ２及び下側平行板状部２２ａ４には、ガイドバー２３を挿入するた
めの貫通孔（符号省略）が上下方向に同一軸上に設けられている。
【００１９】
　第一ボルト２２ｂは、図４に示すように、把持部材２２ａにおける下側平行板状部２２
ａ４を上下方向に貫通して設けられた第一ボルト孔（符号省略）に螺合されている。この
第一ボルト２２ｂを締める向きに回転操作して、第一ボルト２２ｂの先端を把持部材２２
ａの内側に進入させることにより、第一ボルト２２ｂの先端で天板１１の下面を押さえ、
第一ボルト２２ｂの先端と上側平行板状部２２ａ１とで天板１１をしっかりと挟持するこ
とができるようになっている。このようなクランプ構造を採用することにより、天板１１
の厚さにかかわらず、天板用固定具２２を天板１１に固定することが可能となる。本実施
態様において、第一ボルト２２ｂの先端には、図３，４に示すように、上面が平坦に形成
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された先端部材２２ｃを取り付けており、天板１１の下面を点ではなく面で支持するよう
にしている。これにより、机用幕板２０を安定させることができる。第一ボルト２２ｂは
、下側平行板状部２２ａ４ではなく、上側平行板状部２２ａ１に螺合してもよいが、その
場合には、第一ボルト２２ｂが第二ボルト２２ｄと干渉しないようにする必要がある。
【００２０】
　第二ボルト２２ｄは、図４に示すように、把持部材２２ａにおける上側傾斜板状部２２
ａ２を斜め下向きに貫通して設けられた第二ボルト孔（符号省略）に螺合されている。こ
の第二ボルト２２ｄを締める向きに回転操作して、第二ボルト２２ｄの先端を把持部材２
２ａの内側に進入させることにより、第二ボルト２２ｄの先端でガイドバー２３の外周面
を押さえ、天板用固定具２２をガイドバー２３に対して位置固定することができるように
なっている。この第二ボルト２２ｄを緩めると、ガイドバー２３は、把持部材２２に対し
て上下方向に移動することが可能な状態となり、幕板本体２１の上下位置を調節すること
が可能になる。
【００２１】
　天板用取付具２２を上記の構造とすることにより、幕板本体２１を、図７に示す上限位
置から図８に示す下限位置まで無段階で調節することができる。したがって、机１０のレ
イアウトや用途などに応じて幕板本体２１の高さを適宜調節することができる。例えば、
机１０の背面側に何も置かず、スペースが存在する場合には、机１０の背面側から机１０
の使用者の足元への視線が気になる。このため、図８に示すように、幕板本体２１を下限
位置まで下降させるとよい。これに対し、机１０の背面側へ他の机を向い合せに置く場合
には、机１０の使用者の足元への視線はそれほど気にならないものの、前記他の机を使用
する人の目線が気になる。このため、図７に示すように、幕板本体２１を上限位置まで上
昇させるとよい。本実施態様の机用幕板２０は、幕板本体２１の高さを無段階で調節でき
るため、使用者の座高や、机１０や椅子の高さなどに応じて、幕板本体２１の高さを微調
整することもできる。
【符号の説明】
【００２２】
　１０　　　机
　１１　　　天板
　１１ａ　　ケーブル孔
　１２　　　脚
　１３　　　固定金具
　２０　　　机用幕板
　２１　　　幕板本体
　２１ａ　　遮蔽シート
　２１ｂ　　上枠
　２１ｃ　　下枠
　２２　　　天板用取付具
　２２ａ　　把持部材
　２２ａ１　上側平行板状部
　２２ａ２　上側傾斜板状部
　２２ａ３　垂直板状部
　２２ａ４　下側平行板状部
　２２ｂ　　第一ボルト
　２２ｃ　　先端部材
　２２ｄ　　第二ボルト
　２３　　　ガイドバー
　２４　　　上枠挿入部材
　２４ａ　　ガイドバー保持部
　２４ｂ　　上枠挿入片
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　２５　　　下枠挿入部材
　２５ａ　　ガイドバー保持部
　２５ｂ　　挿入孔
　２５ｃ　　弾性片
　２５ｄ　　下枠挿入片
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